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研究成果の概要（和文）：学級崩壊等に見られるような、子どもたちの規範意識が低下している

状態に対して、従来は、教師が規範を厳しく指導するなど、子どもたちの外側から規範を強制

的に刻印する方法が主張されてきた。それに対して本研究は、子ども集団が内側から規範を形

成していく原理とその可能性およびそのための保育者や教師に求められる援助のあり方を、幼

稚園と小学校におけるフィールド調査によるエスノグラフィーによって明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：It is said that in these days children have little awareness of 
norms,as the classroom-collapse, and the best means for their acquiring norms is to carve 
them by discipline.  As opposed to it, this study considers norms as forming inside 
children’s communication, not as being implanted from their outside, and shows the 
organization of children’s forming their norm by themselves through the fieldwork in some 
kindergartens and elementary schools. 
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１．研究開始当初の背景 
 学校における子どもの正しい行動のあり
方、正しい判断の仕方（互いに協力しあうこ
とが大切である、いじめなどの差別を克服し、
排除される子どもがクラスの中で解消され
ることが望ましい等）を社会規範と呼ぶとす
れば、これらは従来、教師によって、あるい

は、学校のシステムによって外側から子ども
に教授したり、行動統制することを通して、
子どもに刻印されていくという考え方が一
般的であった。しかし近年、こういう統制や
教授が子どもに伝わっていない、身に付けら
れていないという事実が教育現場でさまざ
まなかたち（学校崩壊や学級崩壊）であらわ



れている。 
 このような現状に対して、大人たちがどの
ように対応したらよいかを考察する研究は、
これまで具体的事例を扱う事例研究かアン
ケート調査だったが、前者の場合は、規範形
成のプロセスを解明する理論の欠如から、規
範形成に対する処方を外から与えるのに際
する経験主義的知見しか提供できず、また後
者の場合は、規範形成の主体である子どもの
「心」の問題をアンケートによって解明しよ
うとしていたが、それは規範形成のための実
践に対しては、参考以上のものは提供できて
いなかった。 
 以上のような従来の規範形成に関する研
究に対して、規範が集団の内部から発生する
ものとして、その発生原理を論じた大澤真幸
の身体論的社会システム論（『身体の比較社
会学Ⅰ、Ⅱ』勁草書房）は、注目すべきだと
考えられた。身体は相互に同調する機制を持
ち、複数の身体が同調しているとき、それら
の複数の身体の同一の志向作用（身体的同
調）が物象化し、それが個々の身体の行動に
規範的な効力を及ぼす超越論的な座へと転
態し、それが規範となる、というのである。 
 この論に基づくなら、子ども集団における
規範の発生原理は、子どもたちの身体の同調
（ノリの共有）に求められることになる。研
究代表者らは既に、幼稚園における子どもの
集団の遊びや小学校の学級生活において、こ
のように解釈される事実を確認し、それが上
述の大澤の論によって解釈可能であること
を論証しつつあったが、それらは幼稚園や小
学校で偶然に出会った事例であり、規範意識
形成をテーマとして継続的なフィールド調
査を行ったものではないので、規範意識形成
をテーマとした継続的フィールド調査によ
って、子ども集団において上述のような原理
によって規範意識が形成されることの実証
性を高める必要がある。 
 
 
２．研究の目的 
 集団における子ども達の秩序感覚や規範
意識が、外部から教えられることによって獲
得されるものではなく、子ども自身の内側か
ら生成するものであるという理論仮説に基
づいて、子ども集団における規範の生成の過
程を明らかにするとともに、そこにおける教
師の役割を明らかにすることを目的とする。 
 具体的には、⑴学校における規範の形成を、
子ども自身の内側からどのようにしたら形
成できるかということについての理論的な
仮説を構築し、⑵教育現場における具体的な
実践例の分析を通して仮説の可能性を検証
し、それによって⑶教師の子ども集団への対
応の仕方についての示唆を得ること、である。 
 

３．研究の方法 
 小学校と幼稚園における継続的フィール
ドワークによって子ども集団における規範
意識形成過程のエスノグラフィーを作成し、
次の視点から分析を行う。フィールドとする
小学校は、年度当初はいじめのような「負の
規範」が存在しているが、学級生活における
教師の自覚的な働きかけによって「負の規
範」が消滅し、「正の規範」が成立し、子ど
もたちのものとなっていく学級（姫路市立荒
川小学校の本庄富美子教諭が担任する学級）
であり、フィールドとるす幼稚園は、集団に
よる自発的な遊びが一定の時間持続してい
る幼稚園（A 市公立幼稚園、および B 市公立
幼稚園）である。 
 幼稚園の遊びの場合、身体的同調（ノリの
共有）には原初的な規範が伏在しているが、
そうだとすれば、記録された遊びの身体的同
調に伏在するのは、どのような規範か。また、
ノリの維持および回復によって遊びの構造
に変化があるか。 
 小学校の場合、「負の規範」を内在するク
ラスにおいて、教師は「正の規範」をどのよ
うに提示しているか（例：成績による序列化
の論理によって｢問題児｣が生まれるとすれ
ば、教師はそれをどのように扱っているか）。
また、一般に近代学校システムにおいては、
教師と子ども、子ども同士の間に身体的同調
は生成しにくい。教師と子ども、子ども同士
の同調が生成する場合、それはどのようにし
て生起するか。「正の規範」提示するような 
教師の働きかけを子どもたちはどう受けと
めているか。その過程においてクラスの子ど
も達の人間関係はどのように変化するか
（例；「問題児」に対する他の子どものかか
わり方は、どのように変化するか）。また、
その変化の過程で子ども達はどのようにし
て「正の規範」を自らのものとして引き受け
ていくか。 
 
 
４．研究成果 
 
⑴小学校（本庄教諭のクラス）の場合 
① 担任教諭の学級経営の「方略」 
 19〜21 年度の３学級において、学級集団に
おいて、年度当初には問題児として学級メン
バーから排除されている子どもが存在して
おり、「負の規範」が支配的であったが、担
任教諭の学級経営のもとでの学級生活の過
程で、次第に問題児の排斥行動が減少して
「正の規範」が成立し、同時に問題児の問題
行動も減少していく過程が観察された。 
 例えば、19年度の５年生のクラスでは、総
合発達障害の H子が、４月にはクラスの皆か
ら排斥され（「汚い」「うざい」と言われる）、
そのため H子はクラスの皆を恐れ、教室に入



ってくることができずにいた。H 子は自分の
行動を制御できず、また他者の持ち物を奪い
取ったり、当番活動を行うことができず、ま
た授業中には座っていることができず歩き
回ったり、学校を出て行ってしまうなどの行
動障害（４年生のとき）も見られていた。 
 しかし、クラスの子どもたちの H子への態
度が少しずつ変容し、６月初旬には、H 子が
教室に入り、自分の席に着席することができ
るようになった。以降、皆と一緒に授業を受
けることもできるようになっていった。同時
に、クラスの子どもたちの H子に対する態度
は、H 子を暖かく受け入れ、H 子が当番活動
など一緒に行うことを喜ぶものになってい
き、休みがちな H子が登校することを歓迎し
（登校すると拍手が起こることもあった）、
待ち望むようになっていった。 
 このような H子の行動とクラスの子どもた
ちの態度の変化は、フィールドデータによる
分析から担任の学級経営の次のような「戦
略」によるものと解釈できる。 
•近代学校教育システムの序列化の論理の拒
否 
ア）個別学習形態を取ることが多い 
イ）学習到達度の低い者に対しての否定的言 
明を排除する 
•学習到達度とは別の価値規範の提示 
ウ）人としての価値は、学習到達度によって
評価されるものではなく、学業の優劣とは別
の価値的規範（学業面での優劣は人間として
の価値とは同列ではなく、人間として価値の
あることは、弱者の身になれることである）
を身体的行為として提示する 
•「過程身体」の水準の活性化 
エ）子ども同士の相互コミュニケーションを
可能にする机の配置 
オ）他者の身になることを言語的に働きかけ、
子ども相互の間にノリの共有を復権（「過程
身体」の水準を活性化）させる 
カ）教師が子どもの身構えをなぞる言動をす
ることによって、教師と子どもの間にノリの
共有を復権（「過程身体」の水準を活性化）
させる。 
キ）子どもを評価する際に序列化の論理を超
えた意味を持つ比喩言語（「根性ババ色」「天
井を突き抜ける凄さ」など）を用いる。 
 
②授業経営の「方略」 
 小学校における授業は、教師と子ども、子
ども同士の間の身体的同調は、制度的には排
除されているが、本庄教諭のクラスでは身体
的な同調が成立し、それゆえに正しい規範が
形成されていると思われた。このようなこと
が近代学校内において可能なのは、次のよう
な「方略」によると思われる。 
ア）授業中の発言が、演技的な定型化された
発話パターンとなっている。 

イ）教師の発問に対する、子どもの応答の発
言が、教師あるいは第三者に向けられている
のではなく、クラスの子どもたちに対して向
けられていることを意識させるような発話
パターンがある（それによって子ども同士の
応答性が意識化される） 
ウ）教師が子どもの発言を評価するというよ
りは、発言した子どもの身構えを共有してい
ることが言語的に明示される  
エ）序列化が現前することを極力避けるよう
な授業方法 
オ）以上の積み重ねにより、授業過程が教師
主導ではなく、子どもたちによって主導され
るような展開が可能になっている。 
カ）国語や総合の授業において劇活動が重視
されている。特に３学期には、序列化とは別
の象徴体系による物語の劇を行う。 
 
⑵幼稚園の場合 
① 規範形成のためのノリの共有維持のため

の「戦略」 
 遊び持続幼稚園の遊びにおいて、子どもた
ちの中か秩序を維持しようとする動きが出
てくるのは、遊びの身体的な同調の共有度が
高まったときである（リレーごっこの同調性
が高まったとき、秩序から逸脱する子どもを
自発的にコントロールする動きが生じる事
例を確認）。 
 そうだとすれば、遊びにおける同調性が維
持されることが、子どもたちの自発的な規範
意識の形成を促すと考えられる。 
 遊びの同調性を維持し、高めるための保育
者の援助のあり方は、次のように整理される。
（なお、この援助のあり方については、研究
連携者小川博久が保育援助論として既に展
開しているが、本研究では、その実証性を得
ることができた）。 
ア）子どもの遊びのコーナー（製作コーナー、
ままごとコーナー、ブロック、積木コーナー
など）が設置されること。 
イ）その場合、遊びの各コーナーが、保育者
の俯瞰する「まなざし」の中に位置するよう
な位置関係となることが必要である。「まな
ざし」には２種類があり、ひとつは、子ども
を見守るものであり、そのことを子どもが認
知する（自分が保育者に見守られていると思
える）ことによって、子どもは安心して自分
の遊びに集中することができる。いまひとつ
は観察のまなざしであり、これによって保育
者は子どもの遊び状況（ノリの共有のされ
方）を診断し、自分の援助の方法を構想する
ことができるのである。 
 そして、このような「まなざし」を可能に
するためには、製作コーナーに保育者が壁を
背にして座り、製作コーナーを拠点とするこ
とが必要となる。 
ウ）保育者が身体的パフォーマンスによって



遊びのノリを創出することによって、子ども
たちのノリ生成を喚起すること。 
 以上の３つの「戦略」によって、子ども集
団の遊びが一定の時間持続し、子どもたちが
ノリの共有を維持し、遊びの秩序を維持して
いる（そうでなければ遊びが一定の時間続か
ない）場面を、いくつか観察することができ
た。 
 また、その一方で、保育者が以上のような
「戦略」を持たないために、子どもたちのノ
リの共有が維持されず、それゆえ遊びの秩序
が維持されず、群れ集団が偶発的に形成され
ても、遊びが持続せずに、集団も消滅する事
例も少なからず採集された。 
 
② ノリの共有読み取りのための「戦略」 
 子どもたちがノリの共有を維持するため
の保育者の以上の「戦略」のうち、観察のま
なざしを持つことは重要である。というのは、
どのような援助をするかという構想、子ども
の遊びのノリ生成の状況の読み取りをもと
に行われるので、この読み取りが適確でなけ
れば、適切な援助も構想されないからである。 
 しかし、保育実践当事者が遊びのノリを適
確に読み取ることは容易ではない。保育者が
夢中になって子どもと一緒に遊んでしまっ
たら（ノリ生成当事者となる）、子どもたち
の遊び状況を読み取るパースペクティヴが
展けず、遊び全体のノリの状態を読み取るこ
とができない。遊びのノリの状態を読み取る
ためには、保育者が遊びを読み取れる態勢を
取る必要がある。 
 それは、保育者が遊びの中心的な参加者と
なるのではなく、周辺的に位置取ること、お
よび遊び全体を俯瞰できる位置にいて、ノリ
を潜在化した状態であることが必要である 
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